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要  旨

2020年出生率は1.34となり、少子化問題は深刻さを増す一方です。そのような中、保育は誰もが安心

して子どもを生み育て、働き続ける社会の実現のために不可欠な社会資源の役割を担っています。長引く

コロナ禍によってその必要性は一層明らかです。

ところが、現在の保育環境、条件はあまりにも貧し過ぎます。毎日 10 時間近くを過ごす子どもの生活

の場の条件である最低基準は、戦後 70 年ほとんど改善されることなく、厳しい環境を子どもたちに強い

ている現状があります。特に職員配置基準は、開所時間や保育時間に見合っておらず、現場では限られた

人件費をやりくりして保育を行っています。

小学校では、40年ぶりに基準が改善され、全学年で35人上限の少人数学級化が実現します。中学校で

も検討が始まります。ところが、保育所の４、５歳児の職員配置基準は、73年間一度も改善されず、国際

的に見ても低いまま放置されています。

また一方では、2015年施行の子ども・子育て支援法による保育制度によって待機児童解消を理由に、 
保育の受皿として、最低の基準をも緩和した様々な種類の保育施設ができました。さらに、市町村がその

基準に責任を持たない企業主導型保育事業も生まれ、子どもたちの保育環境に格差も生まれています。

 こうした中でのコロナ感染症や頻発する自然災害などへの対応が求められ、もはや現場の努力も限界を

超えています。

 子どもの権利保障を最優先に、どの子にも格差なく平等に豊かな保育環境が保障されなければなりませ

ん。全ての子どもたち、保護者が安全で安心できる質の高い保育の実現を願います。市においては、その

ための安定的な財源を確保し、子どもたちのために保育環境を抜本的に拡充することを求め、以下の事項

を請願します。

１． 職員配置基準を抜本的に改善すること。また、基準は、施設開所時間に見合う必要な人員配置を考

慮し、適正な子ども集団の人数に見合うものにすること。

２．子ども１人当たりの面積基準、必要な施設基準を引き上げること。

３．市で育つ全ての子どもに格差のない保育環境をつくることに視点を置き、市の責任で、全ての保育

施設における基準を認可保育所と同等にすること。

４．３歳未満児童を含む全就学前児童の保育料無償化を実施すること。また、保育の一環である給食の

無償化を実施すること。

５．職員の賃金と処遇を抜本的に改善すること。

６．災害時や感染症蔓延時など不測の事態においても、全ての保育施設において役割を果たせるよう、

適切な対応措置と必要な財政措置などを講じること。
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